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役 　 員 　 名

理 　 事 　 長

理事長職務代理者

理　　　　事

理　　　　事

理　　　　事

理　　　　事

理事（施設長）

監　　　　事

監　　　　事

氏　　　 名

菅 野　典 雄

松 下　義 喜

愛 澤 美智子

今 野　百 合

横 山　正 秀

林　　 絹 子

三 瓶　政 美

山 田　義 忠

井 上　千 枝

当初就任年月日

平成９年４月15日

平成16年８月１日

平成12年８月１日

平成12年８月１日

平成14年８月１日

平成16年８月１日

平成13年４月１日

平成16年８月１日

平成12年８月１日

理事長の紹介
社会福祉法人いいたて福祉会　理事長　菅 野　典 雄

平成16年７月29日、第２回評議員会において、任期満了によ
る役員改選が行われ、理事７名と監事２名が選任されました。
また、同年８月１日の第４回理事会において、菅野典雄理事

が理事長に再任されました。
新しく選任されました役員の皆様より、当会の名に恥じない

よう、また、地域福祉の発展に対し誠心誠意をもって努めたい
との挨拶がありました。
なお、旧役員の佐藤峯夫理事、中村俊一理事、伊藤繁男監事

には、永年にわたり、厳しい福祉情勢の中で、当会の基盤づく
りに、そして地域福祉の発展に、卓越した見識と熱意を注いで
頂いたご活躍に対し深く御礼を申し上げますとともに、誠にあ
りがとうございました。
今後とも地域の皆さんの応援をよろしくお願いいたします。

いいたて福祉会新役員

いいたて福祉会が目指すものは
施設長　三瓶政美

井上 千枝 監事

横山 正秀 理事愛澤美智子 理事 今野 百合 理事

山田 義忠 監事（新）

松下 義喜 理事（新）

林　絹子 理事（新）

この度、再び“いいたて福祉会”の理事長に就任することになりました。

役職員の皆さんと力を合わせ、更に頼られる“福祉会”にすべく努力し

て行くつもりですので、よろしくお願いします。

ご承知の通り、ますます高齢化が進み、福祉に対する要望、介護の必要

性、更には社会的弱者への対応など“いいたて福祉会”の役割は、増すこ

とはあっても減ることはありません。

そのようなことを十分に認識しながら、ホーム開設以来７年間、多くの

ボランティアの方々の心に支えられながら、役職員一同、相手の心を心と

して社会福祉事業を進めてきたところです。

今後、更に研鑚に努め、皆様により一層喜んで頂けるような『いいたて

福祉会』にすべく努力して行くつもりでありますので、多くの方々のご支

援ご協力をお願いいたしあいさつとします。

天に星・地に花・人に愛「人

間尊重・人間愛・人間が人間ら

しく生きられるように」これが

いいたて福祉会のテーマです。

利用者お一人おひとりの生活

のリズムを守り、生きることの

楽しさを実感していただくことを目指します。その

ために役員も、介護職員も家族の一員となり生活を

ともにしてまいります。

また、施設介護に偏らず、在宅介護についても、

質、体制も一層強化してまいります。
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平成16年４月１日から、待ちに待っていた「いいたてホーム」40床増築部分がオープンし、それに伴い職員も

全事業所で22名増え、嘱託医師２名を含めると全体で87名のスタッフでサービスを提供しています。

また、規模も大きくなったことにより、福祉サービスに関する地域の方々の要望や期待もますます大きくな

ることが伺えます。そのような期待に応えるべく、利用者をはじめご家族の方の意見、また地域の要請等に耳

を傾けながらより良い施設並びに在宅福祉サービスの提供に努めたいと思います。

今後共、スタッフ一同、常に自覚と責任、更なる高い目標に近づけるよう一丸となり頑張って行く所存でい

ますので、皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

Ｈ16．8．1現在

理 事 長　菅 野　典 雄

事 務 長　佐々木 裕 行

施 設 長　三 瓶　政 美

事　務　室
事　務　長　佐々木裕行
（ホーム介護支援専門員兼務）

主任事務員　管野ゆかり
（デイサービス生活相談員兼務）

副主任事務員 鴫原やすえ

いいたて在宅介護支援センター
主任介護支援専門員　小林　明美
（准看護師兼務）

介 護 支 援 専 門 員　触沢　達怡

介 護 支 援 専 門 員　木幡　時子

ソーシャルワーカー　佐藤　正幸

（医務室）
嘱託医師 松本　秀夫
嘱託医師 阿部　光春
主任看護師兼介護支援専門員

佐藤智恵子
副主任准看護師兼機能訓練指導員

松井なつい
看護師兼機能訓練指導員

菅野　若菜
看護師兼機能訓練指導員

庄司真奈美
准看護師兼介護支援専門員

只野ひろみ
パート准看護師

林　　　緑
（厨房）
主任栄養士 北里真由美
パート調理師 松下ひとみ
パート調理師 佐藤　初子
パート調理師 齋藤三四喜
パート調理師 赤石澤真由美
パート調理師 宇佐見祐貴子
パート調理員 佐藤　祐子
パート調理員 木幡　美喜
パート調理員 齋藤　美紀
パート調理員 佐藤友香里

パート清掃員 高橋つめ子
パート清掃員 菅野　信子
夜間警備員 山崎　辰夫
夜間警備員 安達　正之

特別養護老人ホームいいたてホーム

主任介護士兼介護支援専門員
中井田多美子　

主任生活相談員 坂本　洋一
副主任介護士 佐藤　道子　
のどかな家々長 高野　秀子
介護士 鈴木みつ子　
パート介護員 触沢　敏恵
パート介護員 菅野　清子　
パート介護員 佐藤美代子
パート介護員 佐久間　淳　
パート介護員 大槻　定子

ほほえみの家々長 佐藤たつの
介護員 志賀ひろ子

ゆとりの家々長 木幡久美子
パート介護員 大谷香代子　
パート介護員 安齋　静香
パート介護員 齋藤　　伸　

なごみの家々長 渡邊志津子
介護員 菅野香代子
パート介護員 菊池　恵子
パート介護員 佐藤　秀世　

ぬくもりの家々長 浦住すみい
介護士 高野　智子
パート介護員 佐藤こずえ
パート介護員 佐野　文子　
パート介護員 石川眞理子　

ひだまりの家々長 三瓶小百合
（介護支援専門員兼務）
介護士 佐藤　優子　
パート介護員 高橋真由美　
パート介護員 齋藤二三子

くつろぎの家々長 西　　恵子
パート介護員 佐藤ナミ子　
パート介護員 佐藤由美子　
パート介護員 大久保央子
パート介護員 大谷美和子

やすらぎの家々長 杉浦　正子
介護士 庄司　栄子
パート介護士 森永　淳志
パート介護員 高橋かつみ

いいたてヘルパーステーション

（訪問介護）
主任介護員・サービス提供責任者

菅野ミサ子
介護員兼准看護師 大沢由美子
嘱託ヘルパー 庄司イネ子　
パート介護員兼入浴ヘルパー

赤石沢秋子　
パート介護員 松下　弥生

（訪問入浴）
副主任准看護師兼介護員

齋藤ちか子
パート介護員 高橋　利彦
パート入浴ヘルパー兼介護員

高橋　尚美　

（一般型）
主任准看護師 松林　和子
（機能訓練指導員）
相談員 木幡　佳代
相談員（兼務） 管野ゆかり
パート介護員（痴呆兼務） 長谷川佳代子
パート介護員（痴呆兼務） 高橋　成子
パート介護員（痴呆兼務） 佐藤　順子
パート運転手 青木　公男

（痴呆型）
副主任准看護師 佐藤 茂子
（機能訓練指導員）
相談員 青田たつ子
相談員（兼務） 管野ゆかり
パート介護員（一般兼務） 庄司　　均
パート介護員（一般兼務） 高橋さつき
パート介護員（一般兼務） 大内　彩香

いいたてデイサービスセンター
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平 成15 年 度 　 事 業 活 動 収 支 決 算 書
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平 成15 年 度 　 事 業 活 動 収 支 決 算 書
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（足の具合はいかがですか？）�

（フットバスでむくみをとりましょうね。）�（処方薬の分包のもよう　現代的でしょう？）�

（体調はいいですよ。午後の入浴はOKです。）�
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・・医務室から・・・・・・・・・・・・
ホームにお引越し頂いて、楽しく暮らすうちに一つでも多くのことができるよう

になって欲しい。・・・それは自分の力で少しでも動けるようになること、口から

ものを食べられるようになること、気持ちよくお風呂に入れること、そして心安ら

いで眠れることなど。ごく普通で当り前のことが、とっても大変になる時期が誰に

でもあります。

ご利用者が今一番して欲しい“こと”、を見つけられるような看護や介護を目指

し、私達看護職員も支援させて頂いております。

また、私共だけではどうにもできない家族との絆のケアの支援も行いたいと考え

ており、これまでと同様にご家族の皆様のご協力をお願いいたします。

ご利用者が日常生活を“安心していきいき過ごせる”
そして自然に笑顔がこぼれるように内面から支援させて頂きます。
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ご利用者及び職員が増えたことによる食数の増加、またユニット毎の食事形態の確認、厨房内作業

スペースの細分化による導線の増、栄養アセスメントの充実など、業務内容も多くなって来ています

が、“全てはご利用者の笑顔のために”を合言葉に厨房職員一同、一丸となり真心のこもった食事提供

に務めて参りたいと思います。



梅のへたとり…梅のへたとり…�
なれた手つきでしょうなれた手つきでしょう�
梅のへたとり…�
なれた手つきでしょう�

おいしそうな梅だけ取るべぇおいしそうな梅だけ取るべぇ�おいしそうな梅だけ取るべぇ�

花植のもよう花植のもよう�花植のもよう�

完成だァー完成だァー�完成だァー�

さぁみんなでいっぱい梅を取るぞ！さぁみんなでいっぱい梅を取るぞ！�さぁみんなでいっぱい梅を取るぞ！�

きれいにふきましょうきれいにふきましょう�きれいにふきましょう�

やっと梅つけですやっと梅つけです�やっと梅つけです�

この花はこの花は�
こっちの方がいいべこっちの方がいいべ�

この花は�
こっちの方がいいべ�
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デイサービスでは、生きがいと楽しく喜ばれるサービス提供に心がけ、様々な趣味活動や運動等の提供

に努めてきました。本年度は、ご利用者が今やってみたいことを“即実践”してみようを合言葉に、昔や

っていた梅漬けや花植等の要望に即応えたところ、笑顔だけでなく真剣（やる気）な眼差しが随所に見ら

れ、サービス提供は一方的に与えるサービスをするものではなく、今したいことを提供することが最も大

切だと教えて頂きました。

今後共、より良いサービスを目指し、職員一同ご利用者と共に互いに協力し合いながら歩んで行きたい

と思いますのでご支援をよろしくお願いいたします。
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生きて行くために最も大切なものは健康です。その健康を支えている
ものは、食事だといつも考えています。
『体の源は食べることから』とよく言われるように、食事を摂らなけ

れば生命は保たれません。今回は、在宅において健康で過されている秘
訣の一つである食について取り上げました。
また、ご利用者はどのような食べ物を好み、今何を食べたいのか聞い

てみました。
今後もご利用者に喜んで頂けるような調理を提供し、楽しみにして頂

ける料理を目指し頑張って行きたいと思いますので、何かありましたら
何でも気軽にご相談下さい。

訪問先で最もリクエストが
多かった手作りベスト５

番外編
味噌汁の好きな具材

１位：わかめと豆腐
２位：じゃがいも
３位：大根

１位

２位

３位

４位

５位

炒めもの

天ぷら

煮物

おひたし

酢のもの

《 ご利用者からのコメント 》
いつも材料がなくてごめんなさい。でも

ヘルパーさんに工夫して調理して頂き、と
ても美味しく頂いています。感謝していま
す。

同じ材料でもいろんなものができるんだ
なぁ。美味しかったよ。

《 ヘルパーより 》
本当に美味しくできているかいつも不安

ですが、ご利用者の好きな味付けに心がけ
今後も一生懸命努力して行きたいとおもい
ますので、遠慮なくお申し付け下さい。

（旬の野菜フルコース）

（調理のもよう）

本日の手作りメニュー

調理の現場から

お味はいかがですか？�

おいしい…かも�
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いいたて在宅介護支援センター
いいたて在宅介護支援センターでは、「基幹型在宅介護支援センター」と介護保険事業の「居宅介

護支援事業所」の二枚看板で業務を行なっています。

・皆さんの地域にお伺いしたり、また、村内の小学校・中学校・高校へも伺わせて頂き、楽しい介護

方法の学習会（介護教室）等を開催しています。

・地域の皆さんの意見を反映するため、高齢者のいらっしゃるお宅にお伺いし、日常生活状況の調査

（高齢者実態調査）を行っています。・・・・訪問の際にはご協力方よろしくお願いいたします。

・おおむね６５歳以上の高齢者の総合相談を行なっていますので、お気軽にご連絡ください。

基　幹　型（在宅介護支援センター）

平成１６年７月１４日、飯舘村在住で在宅介護をする家族の方が中心となり、｢在宅介護者の会設

立総会｣が開催されました。この会の名称は、明るくにこやかに介護をしたいとの気持ちを込め“す

まいる”と決定しました。

初代会長に庄司勝蔵氏が、副会長に菅野榮子氏がそれぞれ就任し、会員相互の交流・情報交換・相

互支援等の活動を通し、この会の名称が示しているように、会員のみなさんが笑顔（スマイル・ＳＭ

ＩＬＥ）であふれる会を目指します。

（在介へのお問い合わせ　・・・　ＴＥＬ　0244－68－2144）

平成１６年度 役員紹介

会　　長　　庄司　勝蔵　　臼　石

副 会 長　　菅野　榮子　　佐　須

庶務会計　　佐藤　正幸（在介センター）

幹　　事　　高池　百子　　草　野

幹　　事　　庄司ミツエ　　前　田

監　　事　　鴫原　忠夫　　飯樋町

監　　事　　斉藤美代子　　佐　須

※　皆様の入会をお待ちしています。

在宅介護者の会

が誕生しました。すまいるすまいる



－13－

居宅支援事業所（在宅介護支援センター）

・介護保険に関する相談業務を中心に、皆様と一緒に自立を目指した在宅生活が送られるように、お

手伝いを行います。

・介護保険制度の業務であり、介護を必要としている方のお宅にケアマネジャーが訪問し、一人ひと

りの心身の状況やそれぞれの家庭状況に合わせた介護に関する相談を行い、居宅サービス計画（ケ

アプラン）を作成しています。
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ら
」

「
今
ま
で
、
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
友
達
だ
か
ら
」
と

の
言
葉
に
、
地
域
の
力
っ
て
と
て
も
素
敵
な
こ
と
で
あ

り
、す
ご
い
こ
と
だ
と
感
激
し
、感
謝
の
気
持
ち
で
し
た
。

民
生
委
員
さ
ん
よ
り

相  談  業  務� 訪  問  入  浴�

ショートステイ�デイサービス� サービス  スケジュール�

一人ひとりにあったケアプランをいっしょに考えましょう。�

訪  問  介  護�
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外は危険がいっぱい。

用心、用心。

ガマン、ガマン。

立ち上がると

すぐ転ぶでしょ。

骨折でもしたら

大変だよ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

落っこちて

頭打ったり

しないように

柵で囲ってあげたのだ。

針を抜こうとしてもムダ

だよ。これをはめると指

が動かせないのだ。
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（
平
成
15
年
10
月
29
日
か
ら

平
成
16
年
８
月
28
日
ま
で
）

社
会
福
祉
法
人
い
い
た
て
福
祉
会

荒
　
絋
一
様
（
飯
樋
町
）
か
ら

三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

菅
野
次
正
様
（
草
野
）
か
ら

五
〇
、
〇
〇
〇
円

赤
石
沢
イ
ハ
枝
様
（
飯
樋
町
）
か
ら

五
〇
、
〇
〇
〇
円

阿
部
栄
次
様
（
飯
野
町
）
か
ら

七
〇
、
〇
〇
〇
円

齋
藤
修
一
様
（
飯
樋
町
）
か
ら

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

菅
野
富
士
夫
様
（
蕨
平
）
か
ら

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

手
戸
俊
輔
様
（
相
模
原
市
）
か
ら

五
三
〇
、
〇
〇
〇
円

大
久
保
昌
憲
様
（
大
久
保
外
内
）
か
ら

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

松
下
正
信
様
（
宮
内
）
か
ら

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

荻
津
幸
夫
様
（
草
野
）
か
ら

二
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤
昭
一
様
（
芦
原
）
か
ら

五
〇
、
〇
〇
〇
円

西
内
安
男
様
（
大
久
保
外
内
）
か
ら

五
〇
、
〇
〇
〇
円

佐
藤
十
成
様
（
大
倉
）
か
ら

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

阿
部
富
治
様
（
佐
須
）
か
ら

五
〇
、
〇
〇
〇
円

川
里
正
義
様
（
宮
内
）
か
ら

五
〇
、
〇
〇
〇
円

あ
た
た
か
い
善
意
に

あ
た
た
か
い
善
意
に�

　
　
　
　

　
　
　
　
感
謝
し
ま
す

感
謝
し
ま
す�

あ
た
た
か
い
善
意
に

あ
た
た
か
い
善
意
に�

　
　
　
　

　
　
　
　
感
謝
し
ま
す

感
謝
し
ま
す�

あ
た
た
か
い
善
意
に�

　
　
　
　
感
謝
し
ま
す�

新
型
特
養
が
完
成

４
月
に
オ
ー
プ
ン

か
ね
て
よ
り
羨
望
し
て
い
た
、
い
い

た
て
ホ
ー
ム
40
床
（
本
体
入
居
30
床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
）
増
築
部
分

が
完
成
し
ま
し
た
。

今
回
、
増
築
し
た
建
物
は
、
小
規
模

生
活
単
位
型
（
ユ
ニ
ッ
ト
）
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
あ
り
、
10
名
を
一
つ
の
単

位
と
し
て
生
活
で
き
る
居
住
空
間
で

す
。特

徴
的
な
も
の
は
、
全
て
が
個
室
で
、

お
部
屋
に
は
ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー
が
取

り
付
け
ら
れ
、
更
に
は
、
そ
の
単
位
毎

に
生
活
共
同
ス
ぺ
ー
ス
を
備
え
、
１
ユ

ニ
ッ
ト
に
一
つ
ず
つ
お
風
呂
が
あ
る
、

よ
り
家
庭
に
近
い
造
り
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
40
床
増
築
で
、
入
居
施
設

と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
合
わ
せ
、
待

望
の
100
床
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

増
築
部
分
と
既
存
部
分
が
繋
が
っ

た
当
初
、
職
員
の
口
か
ら
、『
広
す

ぎ
て
迷
子
に
な
り
そ
う
だ
。』
と
の

言
葉
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。
勿
論
、
職
員
が
そ

う
感
じ
る
の
だ
か
ら
、
入
居
者
や
来

所
者
は
、
も
っ
と
感
じ
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
施
設
内
を
廊
下
伝
い
に

端
か
ら
端
ま
で
測
っ
た
ら
何
ｍ
あ
る

の
だ
ろ
う
か
と
、
実
際
に
施
設
長
が

測
っ
た
と
こ
ろ
約
170
ｍ
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

こ
う
考
え
る
と
、
５
往
復
半
す
れ

ば
１
㎞
に
も
達
す
る
こ
と
で
、
確
か

に
職
員
は
遠
く
感
じ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

話
は
そ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
福
祉
の
拠
点

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
以

上
に
責
任
と
自
覚
を
も
ち
、
施
設
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
職
員
一
同
が
努

力
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
痛
感
し

て
い
ま
す
。（
広
報
委
員
会
）

（生活共同スペース）

（お部屋内のトイレとシャワー） （お部屋のもよう）

（ユニット毎のお風呂） （お部屋の流し台）


